
青森県立保健大学 1

平成29年度卒業時学生満足度調査

調査日 平成30年2月～3月

調査対象者 健康科学部４年生（卒業生）225名

回答回収数 216名 回収率95.5％

有効回答数 216名

学科別回収数、回収率

看護学科 対象者数105 回収数 102 回収率 97.1％ （2月20日実施）

理学療法学科 対象者数 31 回収数 28 回収率 90.3％ （3月7日実施）

社会福祉学科 対象者数 55 回収数 53 回収率 96.3％ （3月6日実施）

栄養学科 対象者数 34 回収数 33 回収率 97.0％ （3月7日実施）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

教養の習得

自ら学習をし続ける主体的学習力

自分の考えや気持ちを適切に表現し相手に伝える能力

専門分野の理解が深まるような科目の順序性がある系統的な

組み立て

知識や技術を習得の上でのアクティブラーニング

専門的知識

専門的技術

社会的・職業的自立に向けて必要な、基盤となる能力や態度

課題に対して必要な情報を収集し、原因を分析し、理論的に解

決する力

「研究する」ことへの興味

論理的批判的能力であるクリティカルシンキング

地域と、そこに暮らす人々の実際の健康上の課題に基づいた

援助方法の探究

地域住民のヘルスリテラシー向上に活用できる能力

対象を中心として他職種が協働してケアを実践する能力

← 十分に身についたなど高評価－－－－－－－－全く身につかないなど低評価 →

Ⅰ カリキュラム・教育・指導に対する評価（４段階評価）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

キャリア形成（就職等）に関する情報提供

資格取得／国試合格に向けた（キャリア）支援

就職や進路選択から実現（決定）までの支援

社会人/職業人としての態度を身に付けるための支援

内定／決定した就職先や進路についての満足度

← 十分だった－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－不十分だった→

Ⅱ キャリア支援に対する評価（４段階）

←十分満足している－－－－－－－－－－－－－－－－－－全く満足していない→
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

課外活動（サークル、ボランティア、学生自治会活動等）の支援

に対する満足度

学年ごとに実施した全学科共通行事（オリエンテーション、ガイ

ダンス等）

Ⅲ 課外活動支援に対する評価（４段階評価）

← 十分満足できる・役立った－－－－－－－全く満足できない・役に立たない →

32.4%

39.3%

25.8%

53.5%

49.5%
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12.2%

9.8%

13.1%

1.9%

1.4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

学科使用の施設・設備（講義室、実習室、演習室等）

図書館及び情報施設・設備

その他、共用施設・設備の使用

Ⅳ 大学の施設・設備に対する評価（４段階評価）

← とても使いやすかった－－－－－－－－－－－－－－－－－全く使いにくかった→
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

事務手続の目的・方法

必要な情報の入手

用件を解決するうえでの事務職員の対応

事務窓口での待ち時間

Ⅴ 事務手続きに対する評価（４段階評価）

← 十分適切だった等高評価－－－－－－－－－－全く適切でなかった等低評価 →

32.8%

30.1%

55.4%

54.3%

11.8%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康管理に対する指導

心理的な相談に対する支援

Ⅵ 心身面での支援に対する評価（４段階評価）

← 十分役立った－－－－－－－－－－－－－－－－－全く役に立たなかった →
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58.1%

15.9%

12.2%

24.2%

4.1%

2.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

奨学金や授業料減免の情報提供

学業継続のための授業料減免・奨学金

学修・生活上の経済状況

Ⅶ 経済的事柄に対する評価（４段階評価）

← 余裕があった／活用できた等肯定的評価 －－－とても苦しかった／活用できなかった等否定的評価 →

51.6%

53.5%

43.7%

41.4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

青森県立保健大学に在学したことの満足度

所属学科に在学したことの満足度

Ⅷ 大学に対する全体的な評価（４段階評価）

← 十分満足している－－－－－－－－－－－全く満足していない（いずれも0人） →



大学に対する評価として、本学又は各学科で学ぶことができたことに
満足しているか聞いたところ、「強くそう思う」又は「ややそう思う」と

回答した者を合わせると、いずれも合計９割以上の高い評価となりました。
「保健大学卒業であることに誇りを持っています。」

「４年間支援いただきありがとうございました。」
などのコメントを卒業生からいただくことができました。
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